
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 日  時  令和５年１０月３日（火）５校時 

◇ 学年・組  第５学年１組  計３６名 

 

 

◇単元観 

府中町では，５年前に西日本豪雨災害で土砂災害の被害が起こっており，今後も土砂災害に警戒す

る必要がある。また，日本で予想されている地震の１つに南海トラフ地震がある。南海トラフ地震で

は最大震度７や海岸部での大津波も想定されており，府中町に住んでいる人々にも大きな影響を与え

ると考えられる。 

本単元は，今後想定される様々な自然災害に対して行政が行っている対策（公助）や，災害が発生

した時にボランティアの方々がどのような活動を行っているか（共助），自分たちは身を守るために

どのような備えができるのか（自助）について知ったり考えたりする。公助・共助についての学習で，

資料だけでなく，体験談等を取り入れることで実感のある学びとすることができる。公助・共助・自

助を学習することで，学習前よりも防災意識が高まり，行動したいという思いにつなぐことができる。

また，学習を通して，周りからどのように支えられているのか，自分自身が何を大切にしながら生活

しているのか等，自己の生き方について気付き，思いをもつことができる。 

 

◇児童観 

本学級の児童は，１学期に５年前の西日本豪雨災害の被災状況を写真で見たり，南海トラフ地震の

被害想定動画を見たりしたことで，災害について「怖い」「備えておきたい」といった思いをもって

いる。令和５年７月１０日の九州地方での大雨に伴い，府中町でも大雨警報や避難指示が発令された

際，災害に対する備えについてアンケートを取ったところ，以下のような回答があった。 

災害に対する備えの行動をとりましたか。 はい（５人） 

いいえ（３１人） 

「はい」の人はどのような行動をとりましたか。 ・家の中の高い所に移動した（２人） 

・避難ルートを確認した（１人） 

・防災リュックの中身のチェックをした（２人） 

また，防災リュックに関するアンケートを行ったところ，以下のような回答があった。 

家に防災リュックはありますか。 はい（１１人） 

いいえ（２５人） 

「はい」と答えた人 

防災リュックは誰が準備しましたか。 保護者の方（１１人） 

保護者の方と一緒に（０人） 

自分で（０人） 

防災リュックに何が入っているか知っています

か。 

はい（６人） 

いいえ（５人） 

単元について 

総合 第５学年  府中町立府中北小学校 指導者  加登 真優 

   

 

 

 

 

単
元
名 

 思考力・判断力・表現力，主体性，他者理解，社会参画 

総合的な学習の時間「災害から命を守る」  

あなたが家族の防災リーダー 

－防災フェスタを開こう－ 

本単元で育成する資質・能力  

 



「いいえ」と答えた人 

防災リュックを用意しておく必要があると思い

ますか。 

はい（２４人） 

いいえ（１人） 

なぜ防災リュックを用意していないですか。 ・必要だと思うが，これまで準備するタイミン

グがなかったから（２２人） 

・その他（３人） 

 倉庫に必要な物が入っているから（２人） 

 子どもの分だけまだ作成していない（１人） 

 

以上の結果から，大きな災害に対する恐怖心や備えの必要性は感じているが，実際に行動に移すこ

とはほぼできていないということが分かる。また，備えとして防災リュックを用意している家庭でも，

避難指示が出た時に防災リュックの中身の確認をしていなかったり，準備は保護者の方が行っていた

りと，児童が主体的に防災の取組をしているとは言えない状況である。 

 

◇指導観 

  指導に当たっては，単元の最初に，１学期の調べ学習を振り返ることで災害の恐ろしさや災害に対

する備えの必要性を再度確認し，本単元で災害に対する備えについて学習することを意識させる。 

自分の備えを主体的に行えていないという実態から，公助の内容を知ることで自分の備えをしなけ

ればならないという思いをもたせたい。公助として，府中町危機管理課の方が町民を災害から守るた

め，災害後に町民が安全に生活を送るためにどのような備えを行っているのかを教えていただく。そ

こで，自分たちの命や生活を守るために必要最低限の準備が行われているが，自分の命を守るため，

避難所で安心して過ごすためには自分も備えをしなければならないことに気付かせ，自助として何を

行えばよいか興味をもたせる。 

その上で，自分の命を守る方法の一つとして防災リュックを取り上げ，数の制限，状況の指定を行

い，防災リュックに入れるものを考えさせる。グループで，考えた防災リュックの中身を伝え合う中

で，今考えている防災リュックで災害後の生活を送ることができるのか，足りない物はなかったか，

不要な物を入れていなかったかを確認し，防災リュックの中身の再検討を行う。具体的に場面を想定

することで，避難所生活のイメージをもったり，防災リュックの必要性をより感じたりすることがで

きるようにしていく。 

最後に，府中町でボランティアとして災害時等に活動を行っている方に話を聞く機会をもつ。西日

本豪雨災害の時の避難所の様子や避難所を運営する時に人からしてもらったことで助かったこと，避

難所生活を送る中で困ったことを聞き，避難所での生活で小学 5年生の自分たちにできることはない

かについて考えさせたい。そこで，よりよい避難所生活を送るためには防災リュックを用意すること

だけでなく，人と人とのつながりや思いやり，支え合うことなどが必要であることを実感させ，それ

らは災害時にいきなりできるものではなく，日々の生活から意識しなければならないものであること

にも気付かせたい。 

児童の防災意識が高まり，児童が備えを行うためには，保護者の協力が不可欠である。本単元後，

「防災フェスタ」を開き，児童がこれまでに学習してきたことや感じてきたことを保護者の方に伝え

ることで，家庭での防災の取り組みにつなげたい。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 ◯自然災害が起きたときに自分の身を守ったり，地域の人々と協力しあって避難生活を送ったりする

ために，自分たちができる備えや自分たちにできることを考え，主体的・協働的に解決し，実行す

ることができる。 

 

 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

①自分たちが住んでいる国で

は，多くの災害が起きたり，

これから大きな震災が起こる

と予想されたりしていること

や，災害から身を守るために

防災の取組を行う必要がある

ことを理解している。 

②過去の災害等や，災害から自

分たちの身を守る方法につい

て情報を収集している。 

③自分の防災リュックに必要な

物を選択できるのは，災害に

対する備えについて探究的に

学習してきたことの成果であ

ると気付いている。 

①聞いた情報や調べた情報，考

えたことの中から課題を発見

し，設定している。 

②災害や防災に関する情報を多

様な方法で収集している。 

③災害や防災について調べたこ

とや交流したことを比較した

り関連づけたりして確かな根

拠をもっている。 

④学習を通して気付いた自分の

思いを，相手や目的に応じて

効果的に表現している。 

①災害の備えに対する自分の考

えをもつために，生活を見直

し自分の特徴やよさを理解し

ようとしている。 

②防災について，自分事として

考え，学んだことや家族に協

力してほしいことを伝える防

災フェスタに向けて，主体的

に取り組もうとしている。 

③防災について学習したことを

実生活に結び付けて自分のこ

ととして取り組もうとしてい

る。 

 
 
 
◇本時の目標 
○あらかじめ考えておいた防災リュックの中身を自分にとって最適なものになるよう友達の考えを生
かしながら再検討し，防災リュックを用意する時に必要なことを考えることができる。 

 
◇学習の流れ 

学習活動 ・指導上の留意点，◇予想される児童の反応 評価規準（評価方法） 

１ 前時に考えた防災リュ

ックの中身を紹介する。 

◇自分が考えた防災リュックとみんなが考

えたものは違うな。 

 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 班で防災リュックの中

身を交流する。 

・ワークシートを見せながら，自分が防災リ

ュックに入れた物を班で共有する。 

・友達が自分と違う物を防災リュックに入れ

ていたら理由を聞くことで，友達が何を大

切に考えて選んだのかを知ることができ

るようにする。 

◇ティッシュがいると思っていたけど，友達

のようにトイレットペーパーの方が色々

な場面で使えるかもしれないな。 

◇災害で水が止まったら，水がたくさんいる

 

 

単元の目標 

単元の評価規準 

本時の学習（１０時間目／全２０時間） 

防災リュックを用意する時に必要なことを考えよう。 



のか。自分の考えていた量では足りないか

もしれないな。 

◇食料の用意をしているのは友達と同じだ

な。 

４ 時間軸を活用し，災害後

に起こりそうなことや必

要な物を考える。 

・班での交流では扱われなかった視点を扱う

ようにする。 

・東日本大震災時の避難所の写真を提示する

ことで，避難所の様子を想像できるように

する。 

◇避難所に着いたら，自分の場所が割り振ら

れるけど，敷くものはあるのかな。バスタ

オルやレジャーシートが必要だな。 

◇避難所のトイレはすごく汚れていること

があるんだな。 

◇避難所の夜は真っ暗なんだな。懐中電灯は

入れておいた方がいいな。 

 

５ 防災リュックの中身を

見直す。 

・リュックに入れてよい数は変わらないの

で，物を付け足すのではなく，入れ替える

ように指示する。 

・ワークシートになぜ入れ替えたか理由も記

入できるようにする。 

・リュックの中身を変えない児童は，その理

由を書かせる。 

◇トイレは並ぶだろうから簡易トイレは持

っておく方がいいかもしれないな。 

◇水は１本あればいいと思っていたけど，い

ろいろな場面で使うから１本では足りな

いな。 

◇電気もガスも使えないかもしれないから

食料はカップ麺ではなく，アルファ米に変

えよう。 

◇歯磨きもしたくなるだろうから入れてお

かなければならないな。 

〇災害後に必要な物

を考え，防災リュック

の中身を再検討して

いる。（ワークシート

の内容） 

６ 全体で交流する。 ・ワークシートをタブレットで撮影し，電子

黒板に表示することで全員が発表者のワ

ークシートを見ることができるようにす

る。 

◇マスクを懐中電灯に変えました。避難所の

夜はとても暗く，トイレなどの移動の時に

必要だと思ったからです。 

◇ゲームを水に変えました。友達が言ってい

たように，水は飲むため，清潔を保つため

 



などいろいろな場面で必要だと思ったか

らです。 

◇水をゲームに変えました。避難所で時間が

ある時や，不安になってしまった時に必要

だと思ったからです。 

７ 防災リュックを用意す

る時に必要なことについ

て考える。 

・防災リュックの中身が全員違うことや，今

回考えた防災リュックは他の時期では使

用しづらいことを話すことで，用意する時

に必要なことを考えることができるよう

にする。 

◇防災リュックの中身は定期的に見直した

り，点検したりしないといけないな。 

◇大切だと思っていることは人それぞれ違

うから，自分に適した物は何か考えなけれ

ばならないんだな。 

○防災リュックを用

意する時に必要なこ

とに気付いている。

（発言） 

８ 振り返りをし，次時の活

動の見通しを持つ。 

・振り返りの視点をもたせる。（防災リュッ

クを見直して感じたこと・さらに知りたい

と思ったこと） 

◇防災リュックを作る時には，災害が発生し

たときの状況を想像することが必要だと

思った。 

◇友達と話をすることで，本当に必要な物に

気付いたので，友達の意見を聞くことは大

切だと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
パフォーマンス課題 

 

あなたが家族の防災リーダー 

～防災フェスタを開こう～ 

これから起こる災害から自分や家族の身を守るためには，備えが

必要！ 

自分の安全を守るためにどんな備えをしたいか考え，防災フェス

タで伝えよう！ 

パフォーマンス課題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ティッシュよりトイレットペーパー 

・水は想像以上に必要な場面が多そう 

・食料は全員用意していた 

 

○め防災リュックを用意する時に必要なことを考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書計画 

○ま防災リュックを準備する時には，災害後の

状況をイメージしたり，自分にとって大切な

物は何かを考えたりすることが必要。 

防災グッズ 

班の話から 

時間軸で避難所生活を想像 



 

 

 

 
 
単元の目標 

 自然災害が起きたときに自分の身を守ったり，地域の人々と協力しあって避難生活を送っ
たりするために，自分たちができる備えや自分たちにできることを考え，主体的・協働的に
解決し，実行することができる。 

 

単元の評価規準 

小単元のゴールに対するルーブリック 

小単元のゴール  

「防災フェスタで伝えたいことを考える」 
防災に取り組んでもらうために学んだことを防災フェスタで保護者の方に伝える。 

 適応力 探究力 主体性・向上心 
S 府中町の防災の取組や

自分たちにできること
を比較・分類・関連付け
し，広い視野をもって説
明している。 

防災に取り組んでもらうた
めに学習したことを整理・分
析し，まとめたり，自分の考
えを明確に表現したりして
いる。 

・防災フェスタで発表するこ
とを考える上で，自分なりの
方法を工夫したり，異なる意
見を尊重したりしながら活
動に取り組んでいる。 
・学習したことから実生活で
できそうなことを考え，実行
している。 

A 府中町の防災の取組や
自分たちにできること
を比較・分類してまとめ
ている。 

防災に取り組んでもらうた
めに学習したことを整理・分
析しながら分かりやすく表
現している。 

・防災フェスタで発表するこ
とを考える上で，自分なりの
方法を工夫したり，友達の意
見を聞いたりしながら活動
に取り組んでいる。 

B 府中町の防災の取組や
自分たちができる備え
について知り，まとめて
いる。 

防災に取り組んでもらうた
めに学習したことをまとめ
表現している。 

・防災フェスタで発表するこ
とを考える上で，自分なりの
方法を工夫しながら活動に
取り組んでいる。 

他教科等及びSDGｓとの関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

①自分たちが住んでいる国では，多くの災害

が起きたり，これから大きな震災が起こる

と予想されたりしていることや，災害から

身を守るために防災の取組を行う必要が

あることを理解している。 

②過去の災害等や，災害から自分たちの身を

守る方法について情報を収集している。 

③自分の防災リュックに必要な物を選択で

きるのは，災害に対する備えについて探究

的に学習してきたことの成果であると気

付いている。 

①聞いた情報や調べた情報，考えたことの中

から課題を発見し，設定している。 

②災害や防災に関する情報を多様な方法で

収集している。 

③災害や防災について調べたことや交流し

たことを比較したり関連づけたりして確

かな根拠をもっている。 

④学習を通して気付いた自分の思いを，相手

や目的に応じて効果的に表現している。 

①災害の備えに対する自分の考えをもつた

めに，生活を見直し自分の特徴やよさを理

解しようとしている。 

②防災について，自分事として考え，学んだ

ことや家族に協力してほしいことを伝え

る防災フェスタに向けて，主体的に取り組

もうとしている。 

③防災について学習したことを実生活に結

び付けて自分のこととして取り組もうと

している。 

〈国語科〉「話す・聞く」「書く」 

〈社会科〉「わたしたちの国土」「わたしたちの生活と環境」 

〈理科〉「台風と天気の変化」「流れる水のはたらき」 

〈体育科〉「けがの防止」（保健） 

〈道徳〉〔社会や公共のために役立つ〕「お父さんは救急救命士」「わたしのボランティア体験」 

   〔美しいもの，気高いもの，大いなるもの〕「一本松は語った」 

〈ＳＤＧｓ〉 

第5学年 総合的な学習の時間 単元構想図（全２０時間） 

あなたが家族の防災リーダー 

－防災フェスタで伝えたいことを考えよう― 

○防災リュックに何を入れるとよいか考えよう。（本時１０/２０） 
（整理分析・まとめ）ワークシート 

・避難した後は食べ物に困るだろうから，準備しておいた方がよさそ
うだな。 

・停電が起こったらスマホの充電ができず，人と連絡することや情報
を手に入れることができなくなってしまうよ。 

・災害で水道が止まってしまったら，水がたくさん必要になるな。手
を洗う時，歯を磨く時，水を飲む時。防災リュックには，水をたく
さん入れておいた方がいいな。 

災害に対する備えを行動に移したいけど，保護者の方の

協力が必要だな。防災フェスタを開こう！ 

災害から自分たちの命や生活を守るために

できることは何だろう。 

３ 避難所で行われていることを知ろう。 

１ 災害について知ろう 

４ 避難所で自分たちにできることはなにか考えよう。 

２ 自分たちはどのような備えを行えばよいのか考えよう。 

○避難所では誰がどのように活動するのか知ろう。 
（情報収集・新たな課題発見）行動観察 

・避難所ではボランティアの方も動いてくださるんだな。 
・ボランティアの方だけでは大変なことも多いから，これまでの被
災地では，小学生ができることをお手伝いしたと分かったよ。 

・私たちにできることはどんなことなのだろう。 

○もっと調べてみたいこと，自分で確かめたいことについて
考えよう。（情報収集）行動観察 

・段ボールベッドや簡易トイレ，食料を用意してもらってい
ることは分かったけど，府中町のみんなが避難したら足り
ない気がするな。 

・避難所まで行けば，府中町役場の人が生活のサポートをし

てくれることは分かったけど，避難所に行くまではどんな
道を通ったらいいんだろう。 

○自分たちにできる備えを考えよう。 
（情報収集・新たな課題発見）行動観察 

・地震が起きた時に身を守る方法を知っておけば，自分の身を守る
ことができるよ。 

・地震が起きた時に物が倒れないようにする方法を調べたい。 
・防災リュックを作っておくといいよ。 
・豪雨の時はいつ避難するかを家族で話し合っておくといいかもし
れないな。 

○避難所に必要なものとはなんだろう。（まとめ）行動観察 
・東日本大震災のときには，水を汲む作業を小学生がやっていたん
だな。 

・熊本地震の時には，避難した人ひとりひとりが自分には何ができ
るかを考えて行動に移していたからストレスの少ない避難所にな
ったんだな。 

・被災後は自分や自分の家族のことだけでなく，周りの人と協力し
ていくことが大事なんだな。 

・避難所では思いやりが必要だな。そのために普段の生活でも友達
に思いやりをもって接することが大切だな。 

１ 府中町がおこなっている備えを知ろう。 
○府中町の役場の方の話を基に，府中町が行っている災害対策
を知る。 

（情報収集・新たな課題発見）ワークシート 
・府中町の役場の方々は，災害が起こった時に備えてたくさん
の準備をしてくれているのだな。 

・災害が起こらないように対策をしてくださっているんだね。 
・災害が起こった後の私たちの生活を支えるための備えもして
くださっているよ。 


